
 

第２回 コメ政策と飼料用米の今後に関する意見交換会 

 

 

 

開催日時 ： ２０１７年（平成２９年）１１月１５日（水） 

 １３：３０～１６：４５ 

開催会場 ： 食糧会館 会議室 

         東京都中央区日本橋小伝馬町１５－１５ 

 

 

 

主催 

一般社団法人 日本飼料用米振興協会 
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第２回 「コメ政策と飼料用米の今後の方向についての意見交換会」開催要領 

会合名 ： 「コメ政策の今後の方向についての意見交換会」 

  日 時 ： ２０１７年１１月１５日（水） 午後１：３０ ～ 午後４：４５ 

  会 場 ： 東京都中央区日本橋小伝馬町15-15 食糧会館 会議室 

        http://www.zenbeihan.com/overview/outline.html (詳細はHPから) 

  対 象 ： 農水省、自治体、コメ生産者/流通業者、畜産生産者/流通業者、農業団体、 

飼料製造/販売業者、物流業者、消費者団体、研究･教育関係者、報道関係者 等 

  主 催 ： 一般社団法人 日本飼料用米振興協会 

  参加費 ： 無料 

 

開催趣旨 

来年度（平成30年産）から、日本のコメ政策は大きくカジを切り、国による米生産数量目標の「配分」はなく

なり、全国の需要量の見通しを示す「情報提供」に変わります。 

また、10aあたり7,500円の米の直接支払交付金は廃止となります。 

国は需要に応じた生産を推進するため、業務用米需要への対応、播種前契約等による安定取引の推進、多収品

種による飼料用米の本作化などを打ち出し、現場で混乱が生じないように務めています。 

 米政策改革の進展は稲作農家の大きな関心事です。とくに米価の変動は稲作農家の収入に直結しております

が、販売競争は今後、一層激化するものと思われます。 

 一般社団法人飼料用米振興協会は、２００７年に起きた、世界的な穀物相場の高騰の中で、稲作と畜産の経営

改善を図ることを目的としてスタートし、飼料用米の普及活動を中心として活動をしてまいりました。 

今後の食糧の自給率の向上を目指すうえでも、主食用米、飼料用米を合わせ国産米の今後の動向は大変関心の高

いところです。 

コメに対する関心を高め、今後の方向性を探るために、昨年（２０１６年１１月１日）に次いで、意見交換を

したいと考え、第２回「コメ政策と飼料用米の今後に関する意見交換会２０１７」を開催しました。 

参加の皆様の忌憚のないご意見を出し合い、今後の日本における食料自給率の向上や国土の有効利用の機運を盛り上げ

てまいりましょう。 
 

進行次第 

挨拶 海⽼澤惠⼦ 理事⻑                     総合司会 若狹良治 （理事・事務局

⻑） 

基調講演 農林⽔産省政策統括官穀物課 ⼩⼝悠 課⻑補佐 

  「飼料⽤⽶の推進について（農林⽔産省政策統括官）」 

基調講演 ⽊村牧場 ⽊村洋⽂ 代表取締役社⻑ 

「７，０００ｔ⼊る巨⼤ビニールハウス」 

話題提供者（資料掲載） 

 全 ⽶ 販： ⽯原 ⼀郎 常務理事（代⾏ 加瀬 栄 業務部⻑ 

昭和産業：飼料畜産部 多田井 友揮 担当 

 太陽⼯業：物流システムカンパニー ⻄村 哲  マーケティング室⻑ 

質疑応答 進⾏役 東京農業⼤学農学部 信岡 誠治 教授 



3 
 

ご挨拶 

一般社団法人日本飼料用米振興協会 

理事長 海老澤 恵子 

 本日は、多数のお集まりをいただき感謝申し上げます。 

 私たちの組織は、約１０年前に起きた国際的な穀物高騰の中で、畜産へのえさを減らすわけには

いかないという切羽詰まった状況が起きた際に何とかしなければと集まった仲間たちの活動から生

まれました。穀物高騰は現在の日本の食料自給率の中ではいつでも起きるというのが現実です。 

 私たちは、約１０年前の活動から発足した「超多収穫米普及連絡会」を母体としております。超

多収穫米とは、主食用、飼料用を問わず、現在の収穫量よりも多くの実りをもたらすお米です。今

日的には、多くの飼料用専用種として実現しております。 

 私たちは、昨年から農林水産省と共同で「飼料用米多収日本一表彰事業」を発足させてきまし

た。この際の対象とするお米は「飼料用専用品種」です。 

 残念ながら、まだまだその認知度は低く、一層の普及活動が求められています。 

 来年３月９日（金）に東京大学・弥生講堂で、今年に引き続き、「法人化第４回 飼料用米普及

のためのシンポジウム２０１８（通算１１回目 飼料用米を活かす日本型循環畜産交流集会）」を

開催します。１０年前から様々な取り組みを行いながら続けてまいりました。 

 このシンポジウムで、来年は、第２回目の「飼料用米多収日本一表彰式」と第１回目となる「ブ

ランド化日本一表彰式」を開催します。 

私共の活動が少しでも日本の飼料用米の普及と食料自給率の向上へお役に立つことを願っており

ます。日本の風土に合い、水田であるが故に連作障害のないお米を普及しましょう。 

 飼料用米に対する様々なご意見を多数お寄せいただき、今後の糧になることを願いましてご挨拶

に代えさせていただきます。 

２０１７年（平成２９年）１１月１５日 
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あるべき飼料⽤⽶⽣産振興への初⼼的回帰を通じた⽶需給均衡と農業所得向上の達成 

全国米穀販売事業共済協同組合 

常務理事 石原 一郎 

１．飼料⽤⽶⽣産の本来の狙い 

飼料⽤⽶⽣産は、優れた⽣産装置である⽔⽥をフルに活⽤し、⾷料⾃給率、⾷糧⾃給⼒の向上のための戦略作物

の一つとして導入されたものです。その狙いは、次の３点とされているところです。 

① 需要に応じた⽣産 

消費者や実需者の需要に応じて、⽣産・供給を⾏うというマーケットインの発想に基づき、飼料等需要のある

作物の⽣産を振興する。 

② 作期分散による規模拡大 

主⾷⽤と作期が異なる飼料⽤⽶（多収⽤専⽤品種）による農作業のピークを分散することによる規模拡⼤の容

易化。 

③ 団地的⽣産による低コスト化 

団地的⽣産を通じた規模拡⼤、低コスト技術、農業機械の効率利⽤による不作付け地の解消と⽣産コストの⼤

幅削減（農業の構造改革） 

２．飼料⽤⽶⽣産による需給のミスマッチの発⽣ 

① 価格品質に応じて⽣まれる需要 

 ⽶は、品種（品質）、価格に応じた需要が形成されてきています。価格品質を離れての需要というものはありえ

ません。トータルの⽣産数量は同じだとしても、中⾝の品種、価格が変わってしまえば当然需給のミスマッチが

⽣じてきます。 

② 需給のミスマッチ 

 現在の飼料⽤⽶⽣産は、⽶の需給に関しては、トータル数量のつじつまは合うとしても、残念ながら、マーケ

ットインの発想による需要を踏まえた主⾷の⽣産数量が実現されているとは⾔いがたい状況にあります。主⾷と

しての需要があった⽶を、飼料⽤に振り向けてしまっているという状態が⽣じています。 

３．構造改革の遅れ及び⽶消費減少の加速化 



28 
 

① 構造改革の遅れ 

 飼料⽤⽶⽣産のもう一つの狙いである農業構造の改革については、⽣産費の若⼲の低減や規模の拡⼤は進んで

いるとしても、残念ながら、実感のある進捗がスピード感を持って実現されているとは⾔いがたいものがありま

す。また、その中での飼料⽤⽶⽣産の貢献度合いが語られることもありません。 

② ミスマッチによる需要自体の縮小 

農業⽣産の担い⼿の不⾜から農業所得の確保向上が語られる時、構造改革、コストの低減を進めることにより

農業所得の向上を図ることが本道です。需給のミスマッチを伴う需給の引き締めを通じたコメ価格の上昇のみに

よって農業所得を確保しようとすることは、結果として、⽶消費の減退から需要そのものを縮小させ、ひいては

全体としての農業所得そのものも減少することにつながります。 

４、あるべき飼料⽤⽶⽣産への回帰 

① 助成の趣旨に沿ったあり方 

 飼料⽤⽶⽣産については、多額の助成⾦が⽀出されています。経済原則で飼料⽤⽶⽣産が⾏われているわけで

はありません。 

 多額の助成⾦が⽀出されているにもかかわらず、マーケットインの発想から離れ、⽶消費の減退を招く事態に

なっているとすれば、永続する仕組みとしてあり続けることには疑わしいものがあります。 

 われわれ、⽶流通業としても、⽶の価格が安ければいいということではありません。需要に応じた価格と⽣産

が安定的に、拡⼤傾向で永続的に⾏われることが望ましいのです。 

② 飼料⽶⽣産への期待 

 飼料⽤⽶の持つ多収技術、効率的農業作業体系は、⾷料⾃給率、⾷糧⾃給⼒の向上だけでなく、低コスト化を

通じた、輸出の⾶躍的拡⼤、⽶粉の新たな需要開拓など、⽶の需要そのものを⼤きく拡⼤できる可能性を持って

います。ぜひ、本来の飼料⽤⽶⽣産のあり⽅に回帰し、⼤きく⾶躍することを期待します。 

（補足）本来の飼料⽤⽶⽣産及び業務⽤⽶⽣産に資すると思われる改善策 

① 飼料⽤⽶専⽤品種への早急な移⾏ 

② 過剰とも思える良⾷味⽶競争（特Ａ）とそれをもてはやす風潮の是正 

（ほどほどの⾷味、ほどほどの価格の銘柄（特Ｂ︖）の推奨）
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コメ政策と飼料⽤⽶の今後の方向に関する課題の提言 

昭和産業株式会社 飼料畜産部 

多⽥井 友揮 

１ 現状の課題 

飼料⽤⽶の数量拡⼤に伴い、 

・飼料基地近辺での保管倉庫の不⾜ 

・集荷時期の集中による入庫の停滞 

・バラ持込を⾏なうダンプ⾞の不⾜ 

・農産物検査を⾏なう場所の不⾜、検査員の不⾜といったインフラ整備に関する課題は依然としてある。 

ここ数年、⼤きく飼料⽤⽶の数量が増加していないため、運⽤の慣れ等もあり、以前よりは状況は改善されて

いるが、110万トンの目標に向けては、継続して課題解決が必要。 

当社の新しい取り組みとして、今年飼料を運搬するバルク⾞での飼料⽤⽶の搬入を開始。ダンプ⾞より搬入に時

間がかかるものの、スムーズに運⽤できている。以前のバラ持込みは農協等の⼤きな取引先に限られていたが、

今回の取組は稲作農家への直接引取りも可能であり汎⽤性が高いため、今後も活⽤を図りたい。 

とうもろこしの価格が⽐較的軟調であるため、飼料⽤⽶の数量拡⼤が中々難しい状況。TB、常温保管、物流（バ

ラ搬入等）等あらゆる部分のコストダウンが依然として必須。 

2 鶏糞を飼料⽤⽶作付け水田に還元する取組み 

 また、飼料⽤⽶を作付する⽔⽥に鶏糞を還元する構築連携の取組を当社でここ数年継続しているが、なかなか

広がっていかない。少しずつ増えてはいるものの、昨年還元した数量は70tにとどまっている。 

 課題として、⼤きく⽣育⾯、物流⾯、コスト⾯の3つが挙がっている。⽣育⾯として、稲作農家の鶏糞のイメ

ージが悪い（臭い、入れると倒伏する等）、物流⾯として、稲作農家に保管場所がない、散布が⼤変（天候に左

右、労⼒）、散布時期が限られる、鶏糞の臭い、コスト⾯として、養鶏場と稲作農家との距離、規模が小さくポリ

袋でしか撒けないといったものが挙がっている。 

 一⽅で、実際使⽤いただいた稲作農家からの評価は、⽐較的好評であることから、上記の課題を、⾏政、稲作

農家、物流業者、畜産農家が連携して解決していく必要があると考えている。 
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第２回 コメ政策と飼料⽤⽶の今後についての意⾒交換会 資料集 

編集作成︓一般社団法⼈ ⽇本飼料⽤⽶振興協会 

作成⽉⽇︓２０１７年（平成２９年）１１⽉１５⽇（⽔） 

URL︓http://www.j-fra.or.jp/    お問い合わせ先︓postmaster@j-fra.or.jp 

非売品︓余部のある場合は、１部５００円でお分けします。 
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一般社団法人 日本飼料用米振興協会 


